
問合せ　
防災課地域防災係　

消防団員募集中

問合せ　環境課ごみ減量係

　昨年10月21日から22日にかけて西日本から東日本、
東北地方の広い範囲で大雨を降らせた台風21号の接
近時には、市消防団も長時間にわたり水門閉鎖や警
戒活動にあたりました。
　消防団は、地域の住民によって構成された組織で
あり、付近の状況や住民の家族構成など、それぞれ
の地域の実情に明るいことが大きな強みです。それ
ゆえに、災害の被害を最小限に抑えるためには欠か
すことのできない存在であり、「今の時代だからこ
そ必要」な存在です。
　しかし、全国的に消防団員の数は減少傾向にあり、
市消防団も同様のことが言え、地域の防災力の低下
が危ぐされています。
　今後もこのコーナーでは、地域のヒーローを目指
す消防団の活動や魅力をご紹介していきます。

　消防活動には消火活動を行う人員だけでなく、交
通整理や避難誘導、再燃防止のための見回りなど、
想像以上に多くの人手が必要です。また、全国的に
発生している大地震や集中豪雨の被害を思い出して
ください。大規模災害発生時には、さらに多くの人
手が必要になります。

消防団は地域を守るヒーローです

町をきれいに　クリンピー情報局
ごみ出しマナーを守ってきれいな町に
　春は新たな生活がスター
トする季節です。ごみ出し
ルールは市町によって異な
ります。ごみはルールを守
って正しく出しましょう。
市のごみ出し方法
　市のごみは、燃やすことのできるごみ・資源とな
るごみ・粗大ごみの３種類に分かれています。
燃やすことのできるごみ
　市の北部地区は月曜日と木曜日、南部地区は火曜
日と金曜日が収集日で、８時30分から収集を始めま
す。８時30分までに指定のごみ袋に入れて出しまし
ょう。
資源となるごみ
　月に２回、各地区の分別ステーションにて収集し
ています。時間は６時30分～８時30分です。
　20種類にごみを分けて収集していますので、正し
く分別しましょう。

粗大ごみ
　月に１回、各地区で収集しています。時間は６時
30分～８時30分です。
　燃やすことのできるごみ袋、資源となるごみの収
集容器に入らない大型のごみは粗大ごみとして出し
ましょう。
　日程については、市ホームページまたは環境課窓
口で配布している「ごみカレンダー」にてご確認く
ださい。
燃えるごみ袋の集積にご協力を
　ご近所同士でごみ袋をまとめて出すことにより、
収集作業の効率が向上します。また、４世帯以上ご
み袋を集約した箇所
にはカラス除けネッ
トを無料で配布して
います。
　ごみ袋の集約に、
ご協力をお願いしま
す。 △カラス除けネット
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